
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全員必死にがんばっていた」と

感じることのできる運動会はすば

らしいです。 

トマトは「あつい」の表現なの

で，「暑い」と「熱い」をかけてい

るのかもしれません。 

「韻を踏む」のはセンスが必要

で，どの言葉でどのように繰り返

すのか…， 

運動会の象徴である 

「ダンス」 

「きんちょう」 

を繰り返しした後に，充実感と達

成感を 

「終わり」 

の繰り返しで表現しているところ

はセンス抜群です。 

「悔い なき 

 終わった 運動会」 

何とも言えない表現です。これに

共感できるのは４年生だけなので

しょうね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会と言えば「きんちょう」

なのだと思いますが，その原因

追及が面白いです。 

「お母さんのひとみ」 

は子供にとっては大きなプレッ

シャーなのですね。 

つぎの 

「友達のせがたかく見える」か

らの「でもとちゅうからダンス

が楽しくなってきた」 

この展開にしびれますね。本番

がどんどん楽しくなってきた様

子が伝わってきます。 

そして最後の 

「ぞうきんのしぼりたてみたい」 

こんな言葉のチョイスがあるの

か！まさに衝撃です。 

ダンスが終わった瞬間の全てを

出し切った感覚を「ぞうきん」

のまさかの「しぼりたて」で表

現するなんて…，全員が雑巾に

見えてきました（笑）。 


